
 
 

高等学校の地域キャンパス化について 

 

 高 校 教 育 課 

 

平成 23 年４月に、犀峡高等学校を以下のように地域キャンパス（分校）化する。 

 

１ 実施時期 

   

平成 23 年４月１日 

 

２ センター校（本校） 

   

篠ノ井高等学校 

 

３ 今後のスケジュール 
 

・ 平成 22年９月議会定例会において高等学校設置条例第３条による議案提出 

・ 平成 22年 12 月議会定例会において高等学校設置条例別表を改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【参考】地域キャンパスについて 

 （１）地域キャンパス化の理由 

 １学年２学級規模の定員に満たない学校の再編基準は、２年連続して全校生徒数 

が 160 人以下の場合、地域キャンパス化、他校との統合、募集停止のいずれかとす 

るものである。犀峡高校の場合、平成 20年、21年と全校生徒数が、再編基準の 160 

人を下回り、地域や学校関係者とともに、今後の学校のあり方について、平成 21年 

度中に検討するとし、犀峡高校のあり方懇話会、犀峡高校のあり方に係る地域懇談会 

等をとおし、地域の声を聞きながら検討を進めてきた。 

その地域で高校教育を必要とする生徒達もいることから、地域キャンパスという形 

で地域に学びの拠点を置き、高校教育の機会を保障していく。 

 

（２）本校選定の考え方 

センター校（本校）については、同じ通学区（長野市）内の生活圏の近い所に 

    あり、学科等の教育課程に共通性があることなどを基準として選定することが学 

    校運営上望ましいことから、最寄りの普通高校である篠ノ井高等学校とした。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



地域キャンパス化（分校化）に係る経緯について 

[主に犀峡高校関係] 
 

高 校 教 育 課 

平成17年度 

○高等学校改革プラン実施計画〔H18.3.30〕 

  平成19年度に中条高校と犀峡高校を統合し、地域に根ざした普通科３学級募集の新校を設立 
 
平成18年度 

○高等学校改革プランに係る９月県議会臨時会〔H18.9.13～15〕の採決結果を受けて 

〔教育委員会定例会H18.9.26〕 

高等学校設置条例第３条に基づく、高等学校の統合に関する議案９件のうち、中条高校と犀峡

高校の統合を含む６件が不同意となり、飯田市内校の統合を除き、５件の統合を凍結とした。 
 

平成19年度 

○高等学校改革プランの今後の進め方について〔教育委員会定例会H19.6.14〕 

１学年２学級規模の定員に満たない学校の再編基準の決定と、凍結した計画をいったん取り下げ 
 て新たな再編計画を策定することを示す。 
○高校再編について（中間まとめ）〔長野県高等学校長会H19.11.16〕 

○高校再編について（最終まとめ）〔長野県高等学校長会H20.1.31〕  

３区は、現在の生徒在籍状況が続くとすれば、再編基準により地域キャンパス化（分校化）す

る高校が予測されるので、そのあり方について検討していきたい。 
 

平成20年度 

全校生徒数119名〔H20.5.1〕基準適用１年目 

○長野県高等学校再編計画の骨子案〔教育委員会定例会H20.6.11〕 

  地域における教育機会の保障［抜粋］ 

現在、２学級募集の高校は５校あって、それぞれに学校のあり方を地域とともに模索しており、

地域社会の少子化対策と連携して、魅力づくりの取り組みを継続していく。今年５月１日現在の

生徒数が160人を下回る高校については、地域の理解を得ながら地域キャンパス化等の検討を始

める。 

○長野県高等学校再編計画の骨子案についての意見募集〔H20.6.12－H20.7.11〕 

  地域における教育機会の保障について意見総数95 

・期限を一年間先送りにしてもらえば、160名は到達できる数である。 

・平成 19年度の入学者が少なくなったのは、中条高校との統合が白紙になったためである。 

○犀峡高校の存続と発展を求めることに関する提案書・陳情〔H20.8.11〕 

  上水内郡西部１町２カ村議会正副議長会から提出される。 

○高校再編に係る懇談会〔長野県庁講堂H20.8.18〕40人 

・地域が支え、地域に開かれた犀峡高校が存続できるよう特段の配慮を望みたい。 

・12月の再編計画案に地域キャンパス化の対象として学校名が出ると、新聞報道等の風評被害で

入学者が減る。学校名は出さないでほしい。 

○長野県高等学校再編計画の骨子〔教育委員会定例会H20.9.9〕 

  旧第３通学区（第１通学区）［抜粋］ 

犀峡高校については、新たな再編基準に達した１年目であり、今後の生徒数の動向を見守って

いく。 



○犀峡高校の存続発展を願う要望書、署名の提出〔県知事、県議会、教育委員会H20.9.10〕 

  犀峡高校同窓会、ＰＴＡ関係者からなる「犀峡高校を支援する会」から提出される。 

  署名総数6,914筆 

高校再編の名の下に過疎地域の教育の質を低下させる「地域キャンパス化」には、断固反対す

るとともに、犀峡高校が現在のままで存続できますよう、特段のご配慮を望みます。 

○第１期長野県高等学校再編計画（案）〔教育委員会定例会H21.3.18〕 

 

平成21年度 

全校生徒数123名〔H21.5.1〕基準適用２年目 

○第１期長野県高等学校再編計画〔教育委員会定例会H21.6.8〕 

  旧第３通学区（第１通学区）の【第１期内の今後の方針】 

全校生徒数が160人を下回っている犀峡高校については、地域や学校関係者とともに、今後の

学校のあり方について、今年度中に検討する。 

○地域の声を反映した犀峡高校の検討を求める意見書〔県知事、教育委員会H21.6.22〕 

  信州新町議会から提出される。 

近年の少子化が進行する中で町議会としても、犀峡高校の発展は、地域の発展と位置づけ、生

徒確保の活動に率先して取り組んできました。犀峡高校の果たしてきた役割、実情はもとより、

何よりも地域の声をよく聞き、今後の犀峡高校のあり方について検討されるよう強く要望しま

す。 

○県議会文教企業委員会への陳情書〔文教企業委員長H21.9.3〕 

  中村信州新町長から提出される。 

 小規模な地域高校については、１学年２学級を下回る場合、①地域キャンパス化 ②他校との

統合 ③募集停止 のいずれかとすることとされ、犀峡高等学校は正にこの小規模地域高校の対象

となるものであります。 

 その検討に際しましては、地域住民や関係者の声をじっくり時間をかけてお聞きいただき、慎

重に進めていただきますようお願いいたします。 

○第１回犀峡高校のあり方懇話会〔H21.10.26〕 

○第２回犀峡高校のあり方懇話会〔H21.12.21〕 

○第３回犀峡高校のあり方懇話会〔H22.2.20〕 

地域キャンパス化やむなしという方向で意見がまとまる。 

 

平成22年度 

○教育委員会定例会〔H22.4.8〕 

平成 23 年度地域キャンパス開校の方向で、センター校・教育内容等について、地域や学校関

係者とともに検討することとする。 

全校生徒数153名〔H22.5.1〕基準適用３年目 

○第４回犀峡高校のあり方懇話会〔H22.5.19〕 

○教育委員会定例会〔H22.5.27〕 

平成 23 年度地域キャンパス開校の方向で検討を進めている犀峡高校については、センター校

（本校）の候補を篠ノ井高校とする。 

○第５回犀峡高校のあり方懇話会〔H22.6.11〕 

○犀峡高校のあり方に係る地域懇談会〔長野市立信州新町公民館H22.6.18〕30人 

○犀峡高校をキャンパス化せず地域高校生に希望をもてる高校存続を求める陳情書、署名 

〔県知事H22.6.25〕 

犀峡高校の発展を願う連絡会から提出される、署名総数75筆 



 

 

 

 

「犀峡高校のあり方に係る懇話会」及び 

「犀峡高校のあり方に係る地域懇談会」の状況について 

 

 

高校教育課 

 

１ 第５回犀峡高校のあり方に係る懇話会の概要 

（１） 開催日時・場所 

  ６月11日（金）18：30～20：15   長野市立信州新町公民館 ２Ｆ会議室 

 

（２）開催内容 

ア 犀峡高校のあり方について 

イ 地域キャンパス校の教育内容について 

ウ 意見交換（主な内容は別紙のとおり） 

 

 

 

２ 犀峡高校のあり方に係る地域懇談会の概要 

（１） 開催日時・場所 

  ６月18日（金）18：30～20：30   長野市立信州新町公民館 ２Ｆ会議室 

 

（２）開催内容 

ア 第１期長野県高等学校再編計画について（高校教育課から説明） 

イ 地域キャンパス校の概要について（犀峡高校から説明） 

ウ 意見交換（主な内容は別紙のとおり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

懇話会名等 意見交換 
犀峡（旧第３通学

区） 

第５回 

平成 22年６月11日 

長野市立信州新町

公民館会議室 

傍聴者 10 名 

 

 

[議題] 

犀 峡 高 校 の あ り

方・地域キャンパス

校の教育内容につ

いて 

[犀峡高校のあり方について] 

○ 地域キャンパス校になった場合、企業や大学への推薦枠はどうなるか。 

○ 現在の枠がそのまま篠ノ井高校にいくことはない。１学級になっても

独立してやっていけるよう、教育課程や入学者選抜などは独立してやっ

ていく。 

○ 現在受け入れている発達障害の子供達が募集人員が 40 人となること

で、あぶれてしまうのではないか。 

○ 特別支援を要する子供達を長野県の中でどのように教育していくかと

いう問題だ。各学校にコーディネーターを１名配置し、一人ひとりに対

応した指導をしている。色々な学校で特別支援のことを積極的に考えて

いる。犀峡の１学級分が他の学校へ行っても特別支援ができるように考

えていきたい。 

○ 「犀峡」という名前は残してほしい。 

○ 校章、校旗、校歌などはどのようになるか。本校の校歌、校章は使わ

ないということでよいか。 

○ 地域の代表、地域の合意という意味で我々が決定したとなると少々荷

が重いのではないか。 

○ この会を含め、いろいろな所で地域の意見を聞いたうえで、教育委員

会で決定することとなる。 

[地域キャンパス校の教育内容について] 

○ 地域キャンパス化で先生の数が減ると思うが、現在よりもきめ細かい

教育ができるように考えてほしい。 

○ 中学校への説明はどうなっているか。 

○ 犀峡高校が小学校との連携を大切にしてくれていて大変ありがたい。

是非このような交流を続けてほしい。 

○ 進学コースと総合コースの２コースに分かれるが、20 人ずつに分かれ

ても支障はないか。また、先生の数は１学級分なのか。 

○ クラス募集は 40人だが、学びの集団は色々な工夫をし、小さくしても

かまわない。先生の人数は、標準法があるが、それではとても回らない

ので、大規模校とは違う配慮をしないといけない。 

○ 教育計画は結構しっかりしていると思う。センター校との交流は。 

○ 文化祭で相互に行き来したり、ギターマンドリンクラブの演奏を本校

でしたり、本校だけでは人数が揃わないときに一緒にやることなどが、

考えられる。 

○ センター校との関係はあまり考えなくてもよいということなのだろ

う。１学級の存続のあり方としてキャンパス化を選択したのであって、

その方向で教育の充実を考えていくものと理解した。 

○ その地域に子供達が学びたい高校を残していく意味がある。同時に地

域性を活かした教育課程をしっかり作っていきたい。しかし、将来的に

はセンター校との様々な交流を考えてほしいと思う。 

○ 地域キャンパス化後のＰＴＡはどうなるか。また、地域キャンパス化

後の学校の具体像は。 

○ ＰＴＡは犀峡校を中心とした集まりとなるべきだ。地域の中で勉強が

できる、先生方が皆の名前を知っているなど、人間的に濃密な関係がで

きる中で地域に根ざした学校として一定の生徒数を維持してもらいた

い。この学校ならではの特色をしっかりと作ってほしいと思う。 



 

 

懇談会名等 意見交換 
犀峡高校のあり方

に係る地域懇談会 

平成 22年６月18日 

長野市立信州新町

公民館会議室 

参加者 30 名 

 

 

[内容] 

第１期長野県高等

学校再編計画・地域

キャンパス校の概

要について 

○ 地域キャンパス校になった場合、大学や企業の推薦枠はどうなるのか。 
○ 犀峡高校が培ってきた大学や企業との繋がりはそのままとしたい。 
○ 特別支援教育などで犀峡高校以外の学校を選択できない生徒が来てい
る。 

○ 犀峡高校でなければ、という期待はありがたいが、それに代わるもの
を考えていかなければいけない。特別支援教育はそれぞれの学校でしっ
かりとやっていかなければいけない。 

○ 懇話会の委員の選定や進め方に問題はないか。 
○ 人選について県から相談があり、より広い方面から声を聞きたいとい
うことで信州新町教育長と副町長により組織の長を中心に選ばせてもら
った。特に問題はなかったと思っている。 

○ 地域に聞く前にどんどんと決めていくのは、まずいことだ。懇話会は
意見を聞く会であり決める会ではない。 

○ 懇話会は、地域の声を聞いて進めてほしいとの意見を受けて、膝を交
えた話し合いを行うために設置した。 

○ 今は学校を残す姿勢はあるが、だんだんじり貧になり展望がない。た
った７名足りないだけでこの地域から学校を無くしてよいのか。 

○ 分校にしたら、来たいと思う生徒は減る。市内からも来なくなる。 
○ 地域の教育力維持のために、勉強できる環境を作った。教育の機会を
地域に残さないといけない。 

○ センター校の選定は懇話会で検討して決めたのか。 
○ 決めたのは教育委員会だが、教育委員会で決める前に懇話会に諮って
いる。 

○ 地域キャンパス化で教員の数が減らされるのではないか。 
○ ２コースで展開したいという学校の希望には応えられるように教員配
置できるようにしていきたい。 

○ センター校と地域キャンパス校に対する県教委の指導・助言はどのよ
うにやっていくのか。 

○ 地元として廃校は避けたいので、学校を残すためには地域キャンパス
化しかないと思う。 

○ どんどん減ってお荷物になるより犀峡高校のまま廃校する方がよい。 
○ 中条校の結果が出るまで３年間待ってほしい。結果を見て決めてほし
い。 

○ 廃校という方向のほかに、地域キャンパス化という制度を立ち上げて
いただいた。ありがたい。私自身は何の不足もない。 

○ クラブの連携方法や教員の数が明確にならないと、分校としてのあり
方が見えない。 

○ 高校再編の根底には各校の魅力づくりがあるはずだが、センター校が
篠ノ井になり、どんな魅力づくりができるのかが明らかになっていない。 

○ 再編計画の中の再編基準の見直しをお願いしたい。 
○ 再編基準についても、地域キャンパス化の基準についても何回も議論
を重ねた。時間をかけて流れを作ってきたことをご理解いただきたい。 

○ 県教育委員会の議題とする前に地域へ話をしてきた。パブリックコメ
ント等もとっている。犀峡の件については、その都度、教育委員会に報
告してきており、教育委員会では相当な回数扱っている。 

○ 我々は純粋に犀峡高校をどうしたらいいか地元として考えてきた。本
日欠席している人の多くは地域キャンパス化を容認していると思う。 

○ 篠ノ井は昔からの付き合いがあるので、センター校として適切だ。 
○ まずはこの会をやってから話を進めていくべきだ。順番を間違えてい
る。「ご破算で願いまして」でお願いしたい。 

○ 懇話会を６回開くなど議論を重ねてきた。その議論をご破算にするこ
とは大変難しいが、様々な意見を参考にさせていただく。 



平成 22 年６月県議会（犀峡高校地域キャンパス化関係） 

高 校 教 育 課 

１ 議員の発言 
(1)６月 25 日（金）本会議一般質問 今井正子議員（トライアル信州） 

・第３回懇話会（2/10）で、突然分校化決定が強行された。ＰＴＡや同窓会の

中には、県教委が分校ありきで予定を組んで進めており、一旦決めたことは

変わらないとあきらめの声がある。 

・先生方、同窓会、ＰＴＡが長野市や周辺の中学を訪問し、存続を願って生徒

募集に歩き、入学者が増えている。１学級募集にしたら、生徒が行き場を失

う。 

・分校となったとき、地域の中等教育の場として保障し、ずっと残してくれる

のか。 

 

 (2)６月 29 日（火）文教委員会 今井正子議員（トライアル信州） 

  ・中条校の様子を見てからでもよいのではないか。 

  ・地域の努力で 153 名まで戻したことを配慮し待ってもらえないか。 

  ・より小規模になったときの基準（募集停止）は削除してほしい。 

  

 (3)６月 29 日（火）文教委員会 藤沢詮子議員（共産党） 

  ・２学級規模以下になった場合の３つの選択肢から｢地域キャンパス化｣を選択

し学校を残したことは、地域の一定の要望を取り入れた形になっているかと

は思う。 

  ・キャンパス校として残すことを全て否定するわけではないが、平成 18 年の失

敗（議会不同意）を教訓に、取組む過程で地元の要望に真摯に応えてほしい。 

  ・犀峡が発展する方向、できれば存続の方向で考えてほしい。 

 

 (4)６月 30 日（水）文教委員会 小林伸陽議員（共産党） 

  ・学校を残してほしいという地域の意見はどこにもあり、その中での再編の議

論は理解している。分校化と存続の費用対効果の比較はどうか。 

  ・分校になったときに入試、就職、大学推薦など今までの枠は残されるのか。 

  ・分校後にも入学生が増えるくらいの魅力ある学校づくりへの努力が必要。 

  ・地域に見通しの立った説明をして、要望も聞いて、合意形成をしっかりやっ

てほしい。 

 

２ 請願・陳情について 
 (1)継続案件について 

  陳第 286 号と陳第 329 号について今井議員から改めて採決を求める提案があった。 

   ・藤沢議員「6/18 懇談会では賛成意見はほとんど無かったと聞いている。引

き続き地域の関係者と粘り強く話し合いをしてほしい」 

   ・村石議員「地域懇話会の段階なので、継続審査としたい」 

  以上の意見を聞いたうえで、採決した結果「継続審査」となった（賛成６反対２）。 

 

 (2)新規の陳情について 

  ｢犀峡高校をキャンパス化せず地域高校に希望をもてる高校存続を求める陳情｣ 

提出日：６月 25 日（６月議会締切り後の提出であるため、９月議会で審議予定） 

提出者：犀峡高校の発展を願う連絡会 75 名  

陳情内容 

 ・犀峡高校をキャンパス化（分校）ではなく現在のまま存続して下さい。 

 ・実情に合わない高校再編計画を見直して下さい。 

 ・前回同窓会が中心で存続を訴えた 6000 余名の陳情を反故にされないようお

願いします。 



 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 


